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付随業務の負担を削減し専門業務に集中できる環境の構築をお手伝い

モノの動き（消費・購入・在庫・請求）を “ データ化 ”。感覚的に行っていた管理業務をデータ（情報）として “ 見える化 ”
にすることで、全ての方に見て納得いただける環境の構築を行います（在庫適正化、定数管理、自動発注、期限管理
など）。
単純に「SPD」＝「モノを運ぶ」ではなく、購買管理に係る負担軽減、医事との連携による請求漏れ防止、病院内在
庫を活用したセット材料の提供による準備時間削減やコスト管理など、院内全体に関わるサービスはもとより、特定
部門に特化した運用、既存システムを活用した業務運用などニーズに合わせた運用をご提案いたします。

●定期ルート配送（毎日 / 指定日）

●発注入荷業務

●在庫管理

●期限管理 /LOT 管理

●流通加工（小分け）

●在庫管理 / 棚卸

●帳票類作成

●購買管理

●定数管理
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業務内容 サービスの流れ



サービス情報やご導入前・ご導入後のお問い合わせ先 ご相談営業所

3 分で分かる鴻池メディカル
https://www.konoike-medical.
co.jp/advantage/3min/

2020.9 現在

お問い合わせフォーム
https://www.konoike-
medical.co.jp/contact/

さらに効果を高めるために手術室・医薬品管理（SPD）
サービス導入がおすすめです。

病院の管理している診療材料のうち約50%を占めるのが手術室。医者・看護師とも手術件数の増加に伴い、専門的
業務に追われ、診療材料の管理まで手が回らず、診療材料の期限切れや不動在庫の増加に繋がっています。手術室
（SPD）サービスにより、ピッキングリストの管理・評価を行い、必要な情報の活用と手術室内の最適在庫の把握が
可能です。さらに手術室内の医事請求漏れを抑制する事ができます。

薬剤師の業務の中心が「もの」から「人」へと変化する中で、薬剤師の行う対人業務を充実させる観点から、医薬品の
品質の確保を前提として対物業務の効率化を図る必要が出てきております。医薬品管理システムで在庫・品質・期
限の管理、部署定数薬品の搬送・供給業務や薬務上必要な書類の管理、調剤室における調剤補助業務などの薬剤師
以外でも可能な業務サービスを代行し、薬剤師が対人業務に専念できる体制をサポートいたします。

業務内容

業務内容

●定数管理（ピッキングを考慮）
●翌日手術準備（ピッキング）
●未使用材料返却（データ取り）
●不動在庫 / 期限切迫品対応

●調剤補助業務（ピッキング）
●請求 / 発注代行業務
●在庫管理業務
●品質管理業務

●期限切れ / 破棄材料管理
●臨時請求材料対応
●材料受入れ対応
●患者単位のコスト管理

●期限管理業務
●部署定数薬品補充業務
その他、薬剤師補助業務内容

手術室（SPD）サービス

医薬品管理サービス

各種システム概要

システム利用によるシステム利用による
メリットメリット

システム名 機能

Prime ・患者別のコスト管理→急性期病院（手術室、カテ室含む）
・LOT管理、期限管理　・医事請求漏れ防止　・電子カルテ連携

用度版 ・診療材料在庫管理→慢性期病院　・事務用品・消耗品在庫管理
・簡単なデータ蓄積（在庫、期限切れなど）

手術版 ・手術スケジュール管理　・術識別ピッキングリスト管理、評価
・患者別、術式別コストデータ管理

カテーテル版 ・カテ室スケジュール管理　・カテ術式別ピッキングリスト作成
・患者別、術式別コストデータ管理

ME版 ・ME機器の管理（所在管理、取説管理、添付文書管理）
・ME機器記録管理（保守点検記録、定期点検記録）

滅菌版 ・滅菌物LOT管理

①画面や帳票の開発が簡単
　開発コストが抑えられるため　
　安価

②カスタマイズがしやすい


